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   1) A Kaufman's type  uroflometer which made by the author and others was introduced. 
   2) The average maximum voiding rate in normal adult, 20 to 49 years old, was about 
thirty. 
   3) Clinical value of uroflogram was discussed in various conditions with dysuria. 
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1.緒 言
従来,採 尿 した尿 の検査につしては重要視さ
れていたが,排 尿状態については患者の主観に
基づ くのみにて,そ の状態を客観的 に知ろ うと
す る努力が少なかつ た感がある.こ の排尿状態
を正確 に,か つ客観的に知 る方法 として,排 尿
流力測定法.(尿波測定法)Urofiometryがあ
る.特 に排尿障碍が膀胱 機能障碍に よ る も の
か,或 は膀胱 以下 の下部尿 路の通過障碍 に よる
ものかの鑑別には,本 法が重要 なる役割を果 た
す事は多 くの研究者 により述べ られ ている.測
定法 としてはBalenger(1932)の研究 以来,
本邦で も重松(1940),岡(1953)等の報告 が
ある.本 論文では,著 者等の試作 した装 置を紹
































正確 を期す るた め に は,1回 の排 尿 量が150cc以 上
(Kaufman),或は200cc以 上(Stewart)を要 す る
と云わ れ て い る.下 記 の式 及 び附 図(第3図)に よっ
て,最 高 排 尿 比maximumvoidingrate(以下
MVRと 略す),平 均排 尿 比averagevoidingrate
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第7図 尿 道 外傷,40才,♂
ブ ジーに よる尿 道 拡張 前
C=125ccMVR=82
T=22,0秒AVR;57
ブ ジ ーに よ る尿道 拡 張後
C=298ccMVR;185
T=23.2秒AVR;129
苦痛 も与えない 今 までに得た臨床例 より,著
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第8図 所 謂 膀 胱頸 部 疾 患,42オ,8










或 は膀胱以下の下部尿路の通過障碍 に よるもの
かを鑑別す ることがで きる.
③ 患者 自身 の気付かぬ間に徐 々に進行 して
い る排尿障碍を,早 期にかつ客観的 に 知 り 得
る.特 に近年老人性疾患 として世人の注 目を浴
び るようになつた,前 立腺肥大症,前 立腺癌等
の早期診断法にな り得 ると考え られ,人 間 ドノ
クに必須のroutilleな検査法 とすべ き事 を 強
調 したい.
㈲ 自然排尿不能な患 者では,カ テーテルに
よる排尿 より,膀 胱 機能障碍 の程度を も評価 す
ることがで きる.
(5)前立腺肥大 症,尿 道狭窄 等の下部尿路閉
塞性疾患 では,そ の原因除去前後 の排尿状態 を
客観的に評価 し得 る.
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